











































































天才教育版 (9名） 教学社版 (8名）
•韓国史学 2 名 •韓国史学 5名














































v 国民国家の模索 v 国民国家の樹立 v 国民国家の模索
1. 開港と国民国家の樹立 1. 開港と国民国家樹立の努力 1. 開港と国民国家
2. 帝国主義の侵略 2. 帝国主義侵略と被害 2. 侵略戦争の拡大と民衆の被害
3. 民族主義と民族運動 3. 民族主義と民族運動 3. 反侵略抵抗運動
4. 墜和へ向かう努力 4. 平和へ向かう努力 4. 西欧文物の受容と社会変化
































































































































































































































(1) ,_, (5)の内容で学習を進める。 (1) (2)では，
中国と韓国の連帯活動である。 (1) は両国内で
1919年3月1日， 5月4日に起こった抗日運動
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段階
導入
展開
整理
および
評価
表4:「抗日のための国際連帯」授業展開例
教授・学習活動
•前時学習の内容確認
ー反戦・反帝思想とは？
ー亜州和親会の活動内容は？
ー無政府主義者の活動内容は？
•本時学習主題及び目標提示
(1)韓国と中国の連帯活動
①背景：日本侵略に共同で直面した両国の処置
②民族運動の展開過程における連帯活動
・3・1運動：在韓中国人の労働者参加
・5・4運動：中国亡命独立運動家と留学生の参加
(2)韓国と中国の抗日連帯
①契機：日帝の中国侵略とこれに呼応する李奉昌・
手奉吉の義挙
②中韓民族の抗日大同盟 (1932)結成
授業資料および
指導上の留意点
単元開き：抗日のための国際的行動
はどのような方向で展開したのか？
という質問をして，授業に対する学
生の関心を誘導する。
•韓中連帯が展開された背景を説明
する（講義）。
•韓国が中国と連帯を行う背景を理
解するように（探究学習）
・性格：大韓民国臨時政府と国民政府の秘密結社 ・210頁‘金学鉄の話＇を読んで感想
・目的：抗日連帯を通じて中国の失地回復，韓国 および連帯の背景と目的を理解する。
の独立
③中国国民政府の臨時政府支援
•朝鮮義勇軍：金元鳳主導，中国国民政府の支・金元鳳の朝鮮義勇隊の活動を説明
援一部は韓国光復軍に吸収 する。
•韓国光復軍：中国政府の支援により，日本に宣
戦布告をして対日戦参加
(3)韓国と日本の連帯
①社会的不平等解消の連帯：韓国の衛平社（身分解・日本で展開される連帯活動を説明
放運動主導）と日本の水平社（部落民解放運動団 する。
体）の連帯
②日本反帝同盟：在日韓国人中心， 日本帝国主義打
倒のための共同闘争強調，反帝新聞発行
(4)中国と日本の連帯 ・日中連帯の特長は日本軍捕虜を中
①中心地：日中戦争が展開された中国 心に展開されたことを説明する。
②反戦同盟：各地に支部設置，“兵舎の友人"刊行。
日本軍の脱兵と投降呼びかけ， 日本の状況伝播，
さまざまな団体（日本人反戦同盟回復連合会組織）
(5)無政府主義者の活動：東方無政府主義者連盟（東
アジアの国際連帯）
・小単元整理および形成評価
・次時予告ー社会進化論
【出典】アンビョンウ他『高等学校東アジア史教師用指導書』天才教育， 2012,226頁。
ここでの韓国は，朝鮮半島全体を指している。
の内容である。 (2) では，中国国内で行われた
朝鮮人と中国の合同での抗日運動である。韓国
の臨時政府と中国国民党の結合および，中国国
内での朝鮮義勇軍の活動を指している。これに
加えて， (3) (4)では日本と中国・朝鮮との連
帯が学習内容となっている。 (3) では，朝鮮人
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と日本人の連帯である。この内容は2つに分け
られる。 1つは社会的不平等の解消として，朝鮮
で白丁と言われ差別されていた衛平社と日本水
平社との連帯である。 2つ目は，先ほどの教科書
分析でも紹介した朴烈などの日本在住のコリア
ンと金子文子などの日本人との連帯によって行
われた反帝国主義の活動である。 (4) は中国と
H本人の連帯である。具体的には， 日中戦争を
行っていた中国での日本人と中国人の反戦同盟
である。 (5) は無政府主義者の活動として東
方無政府主義者連盟の活動を扱いながら，東ア
ジアの国際連帯をまとめている。教師用指導書
においても，こうした反戦・反帝運動が無政府
主義者たちの連帯に偏っている印象は受けるも
のの23>, 国家間を超えた人間同士のつながりを
強調している点は特筆できる。
4 おわりに
今回の『東アジア史』教科書における近代史
の叙述では，従来の「ウエスタン・インパクト
→日本の侵略・加害→朝鮮の被害・抵抗」から
「ウエスタン・インパクト→日本の侵略・加害→
朝鮮人・中国人・日本人の被害・抵抗→朝鮮人・
中国人・日本人との連帯」へと大きな変化を見
せた。日中韓の連帯事例が無政府主義者の活動
だけであるものの，それまでの日本＝加害とい
う国家単位を超えて，個人単位でも歴史を見よ
うとする姿勢を強く押し出している。この科目
註
1)権五絃「韓国社会科教育課程の改訂と歴史
教育の改革ー歴史科目の独立と「東アジア
史」の新設＿」『社会科研究』 69号， 2008。
2)國分麻里「韓国歴史教育における東アジア
的市民像」『市民教育への改革』谷川彰英監
修江口勇治・伊藤純郎• 井田仁康・唐木
清志編著， 2010。
3) 『歴史認識の共有を目指す「東アジア史」の
教材作成のための基礎研究』研究代表者君
島和彦，東京学芸大学平成20年度広域科学
が，韓国史ではなく「東アジア史」という地域
世界の歴史を叙述する点を考慮しても，近代日
本に対する大きな認識変化が見られるのである。
このような日本に関する叙述変化の背景には
何があるのか。その大きな理由として，「東アジ
ア史」を取り巻く人物の性向を挙げることができ
よう。 2007年に東アジア史を立案した教育人的
資源部 24)の中心人物や本稿でも紹介した『東ア
ジア史』の執筆陣の中には， 日本に留学したり，
H中韓の歴史共同研究に参加したりした者が多
かった。この事実が，近代日本を日本史側から，
世界史的な視野から，多面的に見る叙述につな
がったと考えられる。これには， 1982年の教科
書問題に端を発した 1990年代からの官・民によ
る日韓共同歴史研究，教育研究の持続的な交流
の影響もある。またこれ以外にも， 1997年IMF
通貨危機以降の経済発展に伴なう精神的なゆと
りが韓国社会の成熟をうながし， 日本での韓流
ブームも相まって，それまでの日本に対する視
線に変化をもたらし，自国史を相対化する契機
となっていることも指摘できよう 25)。
今後は教科書を用いて行われる授業実践の分
析を通じて，教師• 生徒の東アジアおよび日本
認識を明らかにする必要がある。
付記
本稿は，科学研究費補助金（基盤研究C, 課題
番号24531177A)による研究成果の一部である。
教科教育学研究経費報告書， 2009。
4)本稿では，教育課程を指す場合は「東アジ
ア史」，教科書を指す場合は『東アジア史』
と記す。
5)シンジュベク「『韓国史』教科書における東
アジアの歴史と歴史教育ー韓国近現代史を中
心に＿」『韓H関係史研究』 40号， 2011。
6)経緯は次の本に詳しい。君島和彦編『歴史
教育から「社会科」ヘー現場からの問い＿』，
東京堂出版 2011。
7)東アジア史教員研修課程は2008年より東北
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亜歴史財団より運営されており，東アジア史
教育のための理論中心の基礎知識習得を目
的としている。 2008年はソウルで3回117
名， 2009年はソウル・地方で 12回442名，
2010年はソウル・地方で6回209名， 2011
年ソウル・地方で3回120名の高校歴史教師
が参加している。また， 2011年2月1月に
は10回1000名の講習を行い，東アジア史教
育課程に含まれる内容要素の解説及び関連
内容を学んでいる。さらに， 2010年からは
現場研修課程として，沖縄 (2010)で「琉
球／沖縄から見る東アジア」，北海道 (2011)
で「北海道で出会う東アジア」というテー
マで各25名， 38 -5日の研修も行ってい
る。東北亜歴史財団「『東アジア史』教員研
修事業現況」資料より。
8)例えば，通史で書かれている 2002年版『中
学校国史教科書』（教育人的資源部）の各時
代の叙述分量は，三国統一33頁，統一新羅
19頁，高麗時代34頁，朝鮮時代59頁，現
代35頁であるのに対して，近代は 105頁
あった。近代の内容も，大単元名が「開化
と自主運動」「主権守護運動の展開」「民族
の独立運動」であり， 日本の侵略と朝鮮の
独立運動により構成されている。ちなみに，
韓国で自国の歴史を表わす国史が韓国史と
いう名称に変わったのは， 2007年の教育課
程を契機としている。
9)朝日新聞（日本）と東亜日報社（韓国）が
2010年に行った共同泄論調査において，「併
合」や植民地支配への日本の謝罪を十分だと
答えた日本人は55%に対して韓国は 1%,植
民地支配の被害者への補償の再検討につい
ては，必要あると答えた日本人は30%だっ
たのに対して，韓国人は89%であった。『朝
日新聞』 2010年6月10日付。
10)「東アジア史」『高等学校教育課程歴史』教
育科学技術部， 2007。
11)「東アジア史を学ぶ」『高等学校東アジア史』
天才教育 2012。
12)総頁数は，天才教育版が286頁，教学社版
が256頁であり，天才教育版が30頁ほど多
い。値段は天才教育版7,500ウオン，教学社
版4,210ウオンであり，天才教育版が2倍近
く高い。
13)教学社版の執筆者に日韓歴史共同研究委員
の関係者が多いことについては，教科書の
「はじめに」部分にその成果を反映したこと
が叙述されている。ただ，ここでは政府間
の歴史対話だけでなく，民間次元の日韓あ
るいは日中韓の歴史対話の成果も反映した
ことが書かれている。「初めの言葉」『高等
学校東アジア史』教学社， 2012。
14)このような叙述の流れは，近現代の歴史に
特化した 1997年版教育課程の『韓国近現代
の歴史』教科書類により顕著に表れている。
15)ここでは日本の近代化の説明だけでなく，急
速な近代化を危惧するあるフランス人の話，
アジア諸国への差別と蔑視の風潮を醸成，周
辺国を植民地化して侵略することを正当化
する論理が形成された話が掲載されている。
単なる日本の近代化を紹介する話ではなく，
それがどのように朝鮮を含めたアジア侵略
につながったかを叙述している。
16)例えば，次のような叙述である。「（統監府）
初代統監として，先頭を切って我が国の侵
略を推し進めた伊藤博文が…」『中学校国
史』教育人的資源部， 2002,236頁。
17)東アジア史と同様に高校選択科目である世
界史の教科書においては， 2012年より日本
の戦争被害を表わすものとして，広島で投
下された原子爆弾やキノコ雲の写真が掲載
されている。ただし，原子爆弾の叙述は第
二次世界大戦での新武器類と大量虐殺を写
真で紹介した頁にあり，キノコ雲の写真も
第二次世界大戦の終了を示す頁にあること
から，東アジア史の叙述趣旨とは異なって
いることがわかる。
18)例えば，柳宗悦に関しては，中学校社会科
歴史的分野で大きなシェアを持つ東京書籍
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が2006年版教科書から「インターナショナ
リスト柳宗悦」として，アイヌや沖縄および
朝鮮文化の尊重を説いた面をコラムで大き
く取り上げている。五味文彦ほか48名『新
しい歴史』，東京書籍， 2012,191頁。
19)「東アジア史」『高等学校教育課程解説』教
育科学技術部， 265頁。
20)天才教育版および教学社版の中単元の叙述
構成は，以下のとおりである。どちらも (1)
天才教育版
(1)中単元開き 【本文】
(2)その時世界は (3) さらに理解する
(4)歴史の現場 (5)話の中へ
(6)特集 (7)東アジアの人々
(8)主題探究
(9)中単元のまとめ
①大単元一目でわかる
②要点の整理
③大単元の遂行評価
21)金子文子については，次の本が詳しい。山
田昭次『金子文子自己・天皇制国家・朝鮮
人』影書房， 1996。
22)布施辰治と朝鮮半島とのかかわりについて
は，次の文章を参照のこと。二谷貞夫「関
東大震災で韓国人を助けた布施辰治」『日韓
で考える歴史教育ー教科書比較とともに』研
究代表二谷貞夫，編集責任梅野正信，明石
書店， 2010。
23)アンビョンウ他『高等学校東アジア史教師
用指導書』天才教育， 2012,226頁。
24)同上。
25)こうした連帯事例として無政府主義者の活
動が重視される理由として，筆者は次の2つ
の要因があると考える。 1つ目は， 2000年代
に入りこうした無政府主義者たちの研究文
献が発行されており，それら新しい研究成果
を取り入れやすくなったということである。
天才教育版指導書の参考文献を見ると，イ
ホリヨン『韓国のアナーキズム』（知識産業
社2001), チョセヒョン『東アジアアナーキ
は本文内容を指しているが， (2) 以下はコ
ラム的な内容で構成していることがわかる。
人物学習やテーマ学習など，種類がバラエ
ティに富むのは天才教育版である。加えて，
探究活動や遂行評価など，活動的な内容が
多いのも目につく。日本以上に韓国は歴史
的思考力の育成も重視しており，教科書も
そのような学生の活動を助ける内容が配置
されている。
教学社版
(1)中単元の導入 【本文】
(2)開かれた資料，開かれた考え
(3)探究活動
以下， (2)~ (3)の繰り返し
(4)中単元のまとめ
①要点の再度確認
②自ら整理
③遂行活動まとめ
※筆者作成。
ズム，その反逆の歴史』（本世界2008), 同
『東アジアアナーキストの国際交流と連帯』
（創批2010) など，すべて 2000年代に出版
されたものである。 2つ目は，死と隣り合わ
せの危険な行動である反帝国・反植民地活
動により日本という国家に対峙したという，
個人の実際的な行動を積極的に評価したと
いうことである。日本で評価されている人
物，例えば朝鮮王朝の景福宮にある光化門
の取り壊しに反対した柳宗悦，朝鮮での植
林に力を入れるだけでなく朝鮮の人々に理
解を示した浅川巧などは『東アジア史』に
叙述されていない。弁護士の布施辰治は叙
述されているが，彼は無政府主義者の金子
文子と行動を共にした朴烈を弁護した関係
者とも言える。無政府主義者たちによる国
家への直接的な抵抗と比較して，柳宗悦や
浅川巧など人道主義的な人物では直接的な
影響力は未知数であり，連帯事例としては
弱いと判断されたのだろうか。またはこれ
らの人物評価の日韓の差異からくるものだ
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ろうか。執筆者への聞き取りや文献調査か
ら，さらに明らかにすべき点である。
26) 日本の文部科学省に当たる。現在は教育科
学技術部という名称である。
27) 2007年版教育課程で見られた韓国における
自国史の相対化については前掲の國分麻
里「韓国歴史教育における東アジア的市民
像」の 126--127頁も参照のこと。
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